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受け継がれる舞披露
とめ伝承芸能まつり開催

伝統を受け継ぐ子どもたちが出演し、練習した舞や太鼓などを
披露。会場から大きな拍手が送られました。

　「第３回とめ伝承芸能まつり」（市地域伝承芸能文化
保存支援推進会議主催）は６月29日、伝統芸能伝承館森
舞台で開かれ、市内外から157人が観覧に訪れました。
　まつりは、地域伝承文化を継承する団体の発表の場
を設け、後継者の育成を目的に開催。市内の伝承芸能保
存団体５団体による公演のほか、ゲストとしてユネス
コ無形文化遺産「湯元の田植踊」が披露されました。長
下田神楽「鶏舞」で出演した岩渕陽

はる

さん（11）＝石越町第
十二＝は「間違えないように一生懸命踊りました。おじ
いちゃんが続けてきた神楽を、これからも一緒に続け
ていきたいです」と語りました。

若い感性がきらめく
高校生絵画展ＩＮ登米市

登米大賞を受賞した齋藤優
ゆう

那
な

さん＝東北生活文化大高３年＝
は、「驚きとうれしさでいっぱいです」と喜びを語っていました。

　「高校生絵画展IN登米市2025」が５月29日から６月
１日まで、水の里ホール・Abebisou（登米祝祭劇場）で
開催されました。
　絵画展は、高校生が日頃の創作活動の成果を広く発
表する場となっていて、今回で27回目の開催。県内の高
校14校から過去最多となる113点の応募があり、アクリ
ル画や水彩画、油絵など、個性豊かでエネルギーあふれ
る作品の数々が並びました。最終日には表彰式が行わ
れ、受賞者へ賞状が手渡されたほか、入賞作品は６月７
日から22日までの期間、髙倉勝子美術館でも展示され
ました。

よしもと芸人が集結
お笑いライブで観客爆笑

終演後に開催された抽選会では、当選者によしもとグッズや、登
米市グッズ、出演者のサイン入りポスターなどが贈られました。

　「登米×よしもとお笑いライブ」は６月28日、水の里
ホール・Abebisou（登米祝祭劇場)で開かれ、市内外から
訪れた800人超の観客が爆笑の渦に巻き込まれました。
　このライブは、市制施行20周年を記念して開催。本市
豊里町出身の佐々木隆

たか

史
ふ み

さんが所属するお笑いコンビ
「エバース」をはじめ、７組の芸人が登場し、個性あふれ
るネタで会場を盛り上げました。来場した高橋直

なお

美
み

さ
ん＝迫町茂栗＝は「人生で２度目のお笑いライブ。テレ
ビやYouTubeで応援していた芸人さんのネタを生で
見ることができて本当に良かったです」と感動の表情
を浮かべていました。

白熱のぶつかり合い
米山で子どもの相撲大会

学年ごとに６部門に分かれて対決。まわし姿の子どもたちが土
俵上でぶつかり合うと、会場からは大きな歓声が上がりました。

　「時津風相撲大会」（同実行委員会主催、浅田大
だい

実行委
員長）は６月８日、道の駅米山登米相撲場で開かれ、県
内外の未就学児から中学生まで102人が出場しました。
　大会は、時津風部屋に米山町出身者が所属している
ことなどをきっかけに３年前から開催。会場には、時

とき

津
つ

風
か ぜ

親方や県内唯一の幕内力士である時
とき

疾
は や て

風関などが駆
け付け、子どもたちの取組を熱い視線で見守りました。
中学年の部に出場した千葉匡

きょう

真
ま

さん（９）＝南方町北
本郷＝は「決勝に進めたのがうれしかった。これからも
いっぱい大会に出て、全国で活躍するような選手にな
りたいです」と力強く話していました。

園児が交通安全学ぶ
バスの乗車方法など体験

園児たちは、乗降時の左右確認や、バスの運転席に座って、運転
手がどこまで見えないか体験を通じて学びました。

　南方幼稚園の「交通安全教室」は６月３日、ミヤコー
バス佐沼営業所で開かれ、園児18人が参加しました。
　交通安全教室は、バスの乗車体験を通して、正しい乗
り方や交通安全の知識を身に付けるために開催。園児
たちは、交通安全について説明を受けた後、紙芝居で乗
車方法やマナーなどについて学び、バスに乗って洗車
機での洗車を体験しました。年長の佐々木美

み い な

奈さんは
「初めてバスに乗ったけど、大きくて楽しかった。バス
の周りは運転手さんから見えなくて危険だということ
が分かりました。乗り方を覚えたので、また乗ってみた
いです」と話していました。

地域経済の発展期待
企業誘致で新工場を立地

渡邉社長（中央）は、「稼働する2027年に40人を新規雇用し、将
来的には50人程度の雇用を見込んでいる」と話しました。

　「東北電子工業の新工場建設に関する立地協定式」が
６月16日、市中田農村環境改善センターで開かれ、市
は、県、東北電子工業（渡邉篤

あつし

代表取締役社長）と、新工
場建設の立地協定を結びました。
　同社は、石巻市に本社を置き、電子部品や自動車部品
などを製造する企業で、長沼第二工業団地に延べ床面
積約5,239平方メートルの新工場を建設予定。車載用電
池ケースとカバーを製造します。熊谷康

やす

信
の ぶ

市長は「地域
経済の活性化と、本市におけるモノづくり産業発展の
一翼を担ってもらいたい。登米の地に根ざした企業と
して、大きく飛躍してほしい」と期待を寄せました。


